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／4 第 7 群 　 妊 娠 セ褥 に 関 す る 此起

比 の 高い こ とに妊卵 ， 甲状腺特 に 前者 の 存在 が 密に 関連

して い る こ と が 推 想 6 れ た．な お inSulin と の 劇連 に お

．い て a11 ・ xan 投 与実験 を 彳了つ た が，妊 ， 非妊共に 定

した 成績 は 得 ら れ な か つ た ，

　　41．妊娠動物に 於 け る Reilly 現象 の 成立に つ

　い て （第 5 報）

　　　 （東京 医 大）

　　　　 秦清三 郎 ， 高橋禎昌 ， 野 平知雄 ， 斎藤 成
一

　　　　 前島昭 二
， 桶谷正 一

， 柵 山勝利 ， 林 　達同

　　　　 池田純輔，新部光宏 ， 陳　青 俊，石 井秀朗

　　　　長谷川行信 ， 喜 納進 ， 字治 恒夫 ， 阿部照雄

　　　　 李　秋 笙，草刈 ・洋，二 戸為茂，田 口　武

　　　　横則 省徳 ，比 嘉恒雄，新 1
阨易弘，村 田博美

　　　　熊谷豊
一

， 丈r島東示 ，林 　得軒

　　私 ど も ほ ．Reilly の 実、験方 法 に 考按 を加えて，　 妊娠

　動 物 の 腹部各所の 自律神経部位に 各種の 侵襲原因を加 え

　る と き，
一

部 の 侵褒 は確 実 に 妊 娠 子 富 に Reilly 現 ぜ 二

成 此 させ ，そ の 際の 病変 は 血 管変化 に よ る 退行性 病 変 と

　云 う基本的 な点 に 於 て 子細 の 病埋 学的所見 に 類似す る こ

　と ＃：明 か に した ．次に 妊綟動物に 於 け る Reilly 現象作

製 に 際 して ．痙攣 を 伴 つ て薨死す る“eettt侵襲が成立す る

場 合，各種 の 実験成績 か ら帰納 して ，中 楓 L 於 け る血 管

蠻 縮及 び 変感利1経 系 の 興 蔭性 の 優越 が重 要 な役割を演 じ

て い る事 を実証 した ．次 に 面様侵襲後に於 ける ア ドレ ナ

　リン ，ノ ル ァ ドレ ナ リン の 定 量 値，子宮胎盤 ！nl行の 形態

．学 的動静，ミ ネ ラ ル コ ル チ コ イ ドの 定 景 ， 旁神経叢内の

神経節細胞 の 変化 ， そ の 他 の 観察 に 基 き，子 宮頚 部 へ の

侵 襲 が，ア ド レ ナ リン 系作働過剰 を 惹L ナる こ とか ら子

宮 の 局所貧血 を招 き多彩 な 症状 を発現 す る．そ し て こ の

様 な機序が 人類 に特有 な理 由は ，立 体歩 行 の 衝撃た考え

る 外 は な い
， との 推論 を提出 した．次 に 1司様侵嚢 を加 ltL

た 後，子 宮神経叢， 脳 下 垂休後葉，副腎皮質及髄 自を結

ぶ 三 角形に於て ，如何な る相 彑 干渉 が 演 ぜ られ る か を，

副腎の 組織所見 ， ア ス コ ル ビ ン 酸最，抗利尿 ホ ル モ ン ，

下垂体剔除 と副 腎 と の 関係等 を通 じて 観察 し，子 宮頚 部

・の 神経叢 に 対す る 物理 的刺戟 は ，上 行 し て 直 ち に F垂 体

後葉 ホ ル モ ン の 放出 を健 し ， 他方 向 じ 了宮神経叢 か らの

・
情報は 上 行 の 途中 転 して副腎髄質 か らア ドレ ナ リ ン を

出動 ざ せ る，と云 う現象 を確 ゆ 得 た，今 回 し、，同様侵襲

を加 え た後，後葉 ホ ル モ ン 物 質の 動 1亅箆 腹直 筋 の 筋電図

に よ っ て 迫跡 し，血 中ア ド レ ナ リン の 消長 と子 宮筋 工 図

の 変化の 関係 を観察 し，更に 動物 の 稾攣斃死 に 至 る過程
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 t：．1）　侵襲愛白 鼠域 LI 屶の 濁

喧図を追跡す る と，日寺間的経 迦 か ら に　 牌 「∫尿 物 質 1宇児

の ピーク 時：二 致 して 害有 の ス パ イ ク る 示 す 筋 ≒天 図が
尸．

ら れ，之 lt。：オ キ シ トチ ン 注剔 1貯に．eL　：）　．／　1る 質電 図 と概 ね

同定 す る こ とが出来 た．2）　犬 の 利尿 曲線 に於 て ，水 「

傾向が 再び E昇傾向 に 移 る 唄 匚
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て r宮の 筋 一図 を と る こ と ，了宮／t．、助 物 に ．／t つ て 子宮 の

筋電 図 を と ろ と，　予宮 の運動が次磨 に 消ウ タる姿 が と

らえ こっ れ．た．ユ）　時闘 経 過
’i・ら痙 a．直重訂と さ れ、る 製の

Pickworth 像で i；1脳血管｝よ軒度貧 1角ビ あ 逸 が ， ；悩波 で

i・：辷18〜3f〕Ci
「
s　
．｝
艦現

．L．
’，“1．，　L 攣直後　　

1
こ　1

丿ickworth 　像 Ct）蒼

自化に 対 し， 脳 皮 で 乙 4 〜TCi
’
s を 示し こ と滑 多か っ た ．

以 上 を綜合 し て，子 宮神経叢 発 し，旧 反 質 ，同脳，下

重 俸 ， 副腎 を連 ねろ 多元的 に し て多 彩　妊娠 中 毒症の 反

応系譜 を結論す る．

　 42．妊産婦にお ける尿 中エ ス トロ ゲ ン の 消長

　　　　　　　　　　　　（久 留 米 大）　安藤　喜寿

　 妊娠時 EstrOgen （以 下 E と略記） ：−1幾 して は Zond −

ek の 実験以来諸家に ょ り試 み られ ，妊娠 時 尿 中 E 排泄

量 は妊娠経過1・一伴つ て 漸増 し，妊娠 9〜10ヵ 月 で Peak

を なす 凵∫及び 一
との 分泌源 ．よ主 と して 胎 盤に 関連 仁、る亭 は

周知の 事実と な つ て い る．しか レそ の 詳細 な点に っ い
．
（

み れ ば な お 不 明 の 点が 多い ，私 は Ilydroquinon −Kober

法 に よ っ て 妊産好尿 lllE 値を測定 し，以下の 如 き所．見を

得 た の で報告 す る．

　 （1）　妊娠時の E 排泄量 は 妊娠 3 ヵ 月頃 か ら ll量 し，

以後妊娠経過に 伴っ て 漸増 し，妊娠 9 〜10ヵ 月 で Peak

と な り，　1 日 排泄量 は約 311Lgとな る．

　 （2）　妊娠特 の E を Estroエ1e （EO ），Estradio1 （E

D ），
Estriol （ET ） 分 画1に っ い て 険討す る ；こ ，妊 娠時

に は ET が頗 る多 い ．

　 （3） 分 娩後の EI非｝褐 自は著 明 に i咸量 し，分 娩後 4 〜

5 囗 で 非妊婦 正 活疸、接 近 す る．

　 （4）　帝．［三切開術後或 は 急速 に 人工 的 に ！」 梶を除 去 し

た 時も 3 〜4R で 非妊婦 正 常値 に 接近す る，

　 （5）　Hyperemesis 患苔で は ED が極 め て 多 く，総

E の 70％ を 示 し，t：．

　 （6）　晩期妊娠中Pt症患者では総 最 の 低 ドが 認 め ら

れ ， 各 分画 の 相互 関係 L．．1よ認 む べ きli見 が な か っ た．
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